
 氏名・ (本籍)

 学位の種類

学位記番号

学位授与年月日

 学位授与の要件

最終学歴

学位論文題目

論文審査委員

たて いし よう いち

 立石庸一 (刺郡)

理学博士

 理第 838 号

 昭和 61 年3月 11日

 学位規則第5条第2項該当

 昭和 48 年3月

東京教育大学農学部卒業

A revision of the Azuki bean group, the

subgenus Ceratotropis of the genus Vigna
(Leguml nos ae)
 (ササゲ属 アズキ亜属 の分類学的研究)

 (主査)

教授大橋広好教授飯泉 茂
        教授相馬寛吉

      論文目次

 1. introduc仁ion

 2. Historica1 「eview

 3. f〉工aterial alld nユethods

4. N{orphological characters

 l) Habit and 璽eaves

2) StiPuies

 3) 工n florescences

4) Flowers

5) Developmental morphology of the floral organs

6) Pods

7) Seeds

          -740一



  8) See 〔iliags

 9) Pollen grains

10) Chromosome num bers

5 Cheinical evidences

6 hlfra- alld intra - subgeneric relationships

7 Taxonomic treatments

8 List of the specimens examined

    Ac knQ Wled ge me 且t

   Refere nc es

 一741一



論文内容要旨

 1. 序

  アズキ類はアズキ, ヤエナ リ, ッルアズキなどア ジァ各地で古くから栽培されて来た経済的

 に重要な栽培種と, イン ド, インドシナ, マレーシアを中心と したアジアの亜熱帯・暖帯に分布

 する 10余種の野生種とからなるマメ科の一群である。 形態的には 1) 托葉は楯着 し, 2) 竜骨弁

 は1回転し, 3) その左片に距があり, 4) 旗弁は内面中央に1個の突起をつけ, 花柱の先端は

 柱頭の先に伸 びて噛状となる, 5) 花粉粒に広い網目があるなどの特徴を持った, 均質で花の形

 態の高度に特殊化した一群とされている (Mar6chal et a1. 1978, 1981, 大橋 1980)。

  分類学的にはソラマメ 亜科イ ンゲ ンマメ連イ ンゲンマメ亜連に含め られ, 最近の研究 (Ver己

 court 1970, Mar6chal et al. 1978)では, ササゲ属 Vignaの1亜属, アズキ亜属

 subge nus Cerat otropisとされている。 しか し, ササゲ属は近縁のイ ンゲンマメ属 Pha-

 se olus と形態的・生態的によく類似 していて区別が難 しいため, Phaseolus- Vi gna com-

 plex とも呼ばれている。 この complex は, 最も進化 したマメ 科の1つ とされるイ ンゲンマメ

 連の典型的な特徴をよく備えているため, その分類については 常 に分類学 者の注目を浴びて来た。

  アズキ類の所属については現在ま で行なわれた提案は3大別でき る。 1は竜骨弁の 回転を重視

 してイ ンゲ ンマメ属の亜属または節とする意見であり, 2は上記の6形質で明瞭に特徴づけ られ

 た独立属 Azukia アズキ属の提案であり, 3は托葉と花柱の噛状突起の共通性からササゲ属に

 含める説である。 最近, 植物体の毛や花序・花粉の infratectum の構造な ど, ササ ゲ属とイ

 ンゲンマメ属を明瞭に分つ形質が次々発見され, 両属の区別が一層明らかとなって来た。 これら

 の形質でもアズキ類はササゲ属に属する ものであることが明らかとなり, 最近では同属の]亜属

 とする見解 が主流とな ってい る。

  アズキ類の種の識別や種間の関係については, 主に農学の立場から重要な栽培種について研究

 されており, 野生種についてはほとん ど研究されていない。 これはアズキ類の種は外見が一見よ

 く似ているのと, 花が複雑で脂薬標本か ら生時の形を復元するのが難しく, さらに分布がア ジアの

 亜熱帯・暖帯に散 らばっており十分な 材料 が集まっていなかったためであ る。

  そこで著者は, この類に含まれる全ての種を識別 し, 各々を再定義するため, アジア各地で現

 地調査を行ない, 花をはじめ多くの形質について観察を行なった。 一方, 花部器官や種子の形態

 と構造, 托葉や花部器官の発達および芽生えについて調べた。 また多くの標本室に所蔵されてい

 る標本 もあわせ用いて形態の比較を行なった。 これらによって得た結果をもとに, アズキ類の種

 間関係とササゲ属 内での位置を論議 した。

 2. アズキ類の形態

  ア ズキ類の種を特徴づける形質について詳 しく検討 した。

  1) 従来知られていたアズキ類の種の特徴に加えて, (i) 旗弁内面の突起の有無,  (且) 竜
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 骨弁左片の距の長さ, (ij) 花柱の噛状突起の長さ, および (iv) 種子のへその構造が新たな特

 徴であることがわかった。

  2) アズキ亜属の特徴とされていた形質にもかなりの変異が見られた。 (1) 托葉は基本的に

 楯着だが, 着点の位置は種によって大きな差がある。 (2) 旗弁内面の突起にも変異があり, こ

 れを全く 欠く種もあった。 (3) 竜骨弁左片の距に長短があり, 竜骨弁全長との比によって5群

 に類別された。 (4) 約1回転とされていた竜骨弁の回転は, 160。一 330。 の変異のあることが

 わかった。 (5) 花柱先端の噛状突起にも長短があり, 花柱全長との比により, 3群に類別 した。

  3) 芽生えにおける托葉の形態変化を観察 したところ, 初生葉の出る第2節では底着だが, 次

 節では基部両縁が耳状に張り出 し, 第4ないし第5節で完全な楯着の托葉が出現する。 一部の種

 では両耳を持つ托葉がさらに何節か続き, この間, 両耳の縁が次第に接近 して第6ないし第王0節

 で合着 し完 全な楯着とな る。

  4) 旗弁の1突起は, 蕾からの発達を調べたとこ ろ, 竜骨弁の回転に先立って, 旗弁中央の丘

 状の盛り上がりとして現われることがわかった。 これは, イ ンゲ ンマメ属などに見られる2個の

 瘤状突起が合生して出来るとする Mar6chal et a1、 (1978)の説とは矛盾する。 さらにア

 ズキ亜属内の突起を欠く種で も, 時に1個の低い盛り上がりが見られることか ら, 同亜属の旗弁

 は突起を欠く ものか ら1突起を持つ ものへの推移が考え られ る。

  5) 花部器官の変異を反映 し, 花全体と しての形態に一定の違いがあり, それは送粉の際, 送

 粉者の laIldi Ilg plat form の向きと位置, 竜骨弁から花粉や柱頭が抽出する方向の違いと

 なって現われる。 これらの違いによって5型を区別 した。

  6) 種子のへその構造に aril と hi lum cushion, 細胞内顆粒の有無によって4型を認めた。

  7) 芽生えの形態を11種について観察 した。 うち5種は初報告である。 この結果はこの亜属に

 従来認められていた各形質の特徴 (原1946, Maekawa 1955, Baubet 1974) に一致した。

 3. アズキ亜属内の種間関係

  アズキ類の旗弁内 面突起の小蕾時からの発達過程とア ズキ亜属内の分布により, 突起無一>有の

 旗弁の特殊化を推定した。 また, 芽生えにおける托葉の形態変化か ら, 托葉の底着一・ 両耳→楯着,

 およ び楯着托葉出現の 遅い ものから早い ものへの分化 も推定された。 アズキ亜属内でのこの2器

 官の発達の方向 を上のように仮定 し, これと相関を持つ形質を検討 したところ, 同亜属における

 各器官の進化的な発達方向は以下のよう に推定された。

  (1) 托葉: (底着→両耳) →楯着

  (2) 楯着托葉の発出現節:高→低

  (3) 旗弁突起:無→有

  (4) 竜骨弁先端の開口部:下向→前向または斜め左向

  (5) 竜骨弁左片の距:短→長

  (6) 竜骨弁の回転角度:大→小
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  (7) 花柱の噛状突起:短→長

  (8) 果実=有毛 一》無毛

  (9) 種子へその arH :無一レ発達とその退化

  (10) 種子へその hi lum cushion 細胞中の顆粒二無→有とその退化

  (11) Seed coat covering :有→無

  上の進化方向をもとにアズキ亜属内の種間関係を推定 し, 更にこれに基 づきアズキ類に5群を

 認めた。 (図1)

  第1群は花部器官の発達が悪く竜骨弁が余り回転せず, 先端開口部は上向する。 第2群ととも

 に托葉の楯着化遅く, アズキ類の中では最 も未発達な一群であ る。

  第2群は第1群と同様, 旗弁突起・竜骨弁の発達悪いが, 竜骨弁は長く伸長して約1回転 し,

 先端開口部は下向する。 この群か ら竜骨弁の回転角度の減少と旗弁突起・竜骨弁の距の発達の方

 向へ分化が進んだ。 第3群では竜骨弁先端は下向するが強く回転せず, 第4群では竜骨弁の伸長

 はさ らに減退して先端は斜め前方に開 [コ し, 竜骨弁の距は長く伸びて前方につき出 し, これを覆

 う左翼弁とともに landing pl atform を花の前面に形成する。

  一方, 第3群か らもう一群 (第5群) が派生する。 こ れは最も多くの種を含み, 竜骨弁開口部

 は左に斜向 し, 距も左側方に水平に伸 びて, この上を左翼弁が覆い, 従って landi ng platfo-

 rm を花の左側方に形成する。 これと平行して, 果実の毛およびseed coat coveringの消

 失 も起ったものと推定される。 芽生えの形態 も他の形態とかなり相関を持ち, 特に第5群では全

 て子葉地下性・初生葉有柄だった。

 4. ササゲ属内でのアズキ類の位置

  アズキ亜属固有の特徴と考えられていた旗弁突起などの形質に上述のように変異があり, しか

 もその一端はササゲ属に連絡すること, およ び花粉の内部構造の共通性 (Horvat & Stai n-

 ier 1980, 0hashi & Takahashi 1981) とから, アズキ類はササゲ属の1亜属とする

 のが妥当と した。

 5、 種および種内分類群の分類

  以上の結果に基づき, アズキ亜属に 17 種3亜種5変種を認めた。 うち2新種9新組合せが含ま

 れ る。 主な新事実と新見解は以下の通りである。

  ユ) ヤエナリ V、 radiata の野生変種 var. sub] obata から V. trlnervi or を区別し

 た。

  2) これまでアカササゲ亜属との関連も考えられていた V. boumeae は, V. tri nervi-

 or の変種にすぎない。

  3) タイでV. dalzelh ana とされていた ものは, これとは異なる新種であり, V. exilis

 と して記載した。
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  4) V. minima は変異の大きい種で, 2亜種1変種に分類した。

  5) ネパール・イ ンド東北部から新種 V. nepalens is を記載 した。

  6) V. glabrescens は V. reflexo-pilosa の亜種である。

  7) 従来V. trilobataとされていた ものに 2形あり, 多くの形質で種と して明瞭に区別でき

 る。

  初めて全ての分類群について検索表をつく り, これまで不十分だった托葉・花・種子・芽生え

 の形態ないし構造の詳しい記載を他の形質とともに行なった。 また, 各々の種について, 花の解

 剖図およ び種子の形態と構造 ・芽生えの図を付 した。 さ らに一部の種につ いては分布図 も示し

 た。
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 図 1.  アズキ亜属内の種間関係
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 論文審査の結果の要旨

  立石庸一提出の論文 はマメ科ササゲ属ア ズキ亜属に含まれる総ての種を, 主と して形態学的手

 法によって研究し, まず, 種の異同を明らかにして, 次に各種 (種内分類群を含む) を詳細に再

 定義し, さらに種間の系統関係を明らかに したものである。 また, アズキ類とササゲ属あるいは

 イ ンゲ ンマメ属との類縁関係を明 らかにした。

  アズキ亜属はアジアの亜熱帯と暖帯に分布 してお り, アズキ, ヤエナリな どの重要な作物を含

 むが, これまで分類学的には充分に研究されていなかった。 本研究によって初めて, 種を特徴づ

 ける形質が明らかにされ, この形質に基づいて, 17種 (3亜種, 5変種を含む) より成ることが

 明らかとなった。 これらの種類は5群に分類され, それらの系統関係およ び種間の類縁関係が解

 明さ れた。

  以上の結果は植物分類学に新しい知見を加えたもので, 著者が独立して研究活動を行うに必要

 な高度の研究能力と学識を有することを示 している。 よって立石庸一提出の論文は理学博士の学

 位論文と して合格と認め る。
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